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洋
一

　

問　

電
線
類
地
中
化
は
、
良
好

な
景
観
形
成
と
と
も
に
、
災
害
時

の
避
難
経
路
確
保
や
歩
道
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
、
ま
た
、
防
犯
上
の

観
点
か
ら
も
効
果
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
市
で
は
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。
９
月
定
例
会
で
は
、
早

川
本
蓼
川
線
の
綾
瀬
小
学
校
か
ら

市
役
所
ま
で
の
区
間
を
地
中
化
す

る
補
正
予
算
が
可
決
し
た
。
電
線

類
地
中
化
事
業
に
反
対
で
は
な
い

が
、
本
市
の
財
政
状
況
を
考
え
た

場
合
、
国
の
交
付
金
が
あ
る
と
は

い
え
、
総
額
２
億
８
０
０
０
万
円

も
の
税
金
を
投
じ
る
こ
と
に
疑
問

を
感
じ
る
。
今
、
事
業
を
行
う
必

要
性
は
何
か
。
ま
た
、
今
後
の
方

向
性
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

答　

電
線
類
地
中
化
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
安
全
で
快
適
な
通
行
空
間

の
確
保
、
都
市
景
観
や
防
災
対
策

の
向
上
な
ど
で
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は

従
来
の
電
線
工
事
よ
り
費
用
が
高

い
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
今
回
の
整

備
箇
所
は
、
平
成　

年
度
に
着
工

２１

す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
ほ
か
の

事
業
と
の
関
係
で
見
送
っ
た
経
緯

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
年
度

途
中
で
は
あ
る
が
、
交
付
金
を
含

む
予
算
の
調
整
が
図
れ
た
こ
と
か

ら
、　

年
度
ま
で
の
３
カ
年
事
業

２４

で
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
後

も
安
全
で
快
適
な
都
市
景
観
形
成

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
輸

送
路
で
あ
る
市
域
の
県
道
も
無
電

柱
化
の
重
点
整
備
計
画
に
位
置
付

け
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
市
内
小
中
学
校
の
い

じ
め
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

　

問　

深
谷
中
央
特
定
土
地
区
画

整
理
事
業
は
、
市
の
中
心
街
づ
く

り
と
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
保
留
地
に
は
面
積
の
広
い
土

地
が
あ
る
が
、
経
済
が
停
滞
し
、

若
い
人
に
と
っ
て
は
家
の
購
入
が

難
し
い
状
況
に
あ
る
中
、
土
地
を

購
入
し
や
す
く
す
る
た
め
、
分
割

し
て
販
売
す
る
考
え
は
な
い
か
。

保
留
地
を
購
入
さ
れ
た
方
へ
の
特

市
民
会
議　
　

増
田
淳
一
郎

２１

典
と
し
て
、
市
内
業
者
か
ら
庭
木

を
購
入
す
る
場
合
や
市
内
の
建
築

業
者
を
利
用
し
て
家
を
建
て
た
場

合
に
補
助
を
行
う
考
え
は
な
い

か
。
ま
た
、
本
事
業
に
協
力
さ
れ

た
地
権
者
や
事
業
地
内
に
多
く
の

土
地
を
保
有
す
る
地
権
者
に
対
し

て
、
固
定
資
産
税
な
ど
税
制
面
で

の
優
遇
措
置
は
さ
れ
て
い
る
か
。

　

答　

本
事
業
は
平
成
６
年
か
ら

道
路
や
宅
地
造
成
の
工
事
を
進
め

て
お
り
、　

年
度
末
の
事
業
費
ベ

２１

ー
ス
に
お
け
る
進
捗
状
況
は
約

　

％
と
な
っ
て
い
る
。
保
留
地
の

８９分
割
は
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る

条
例
に
規
定
す
る
最
低
敷
地
面
積

の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
可
能
で
あ

り
、
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。
庭
木
の
購
入
に
対
す
る
助

成
は
保
留
地
購
入
者
へ
の
特
典
と

し
て
は
考
え
て
い
な
い
が
、
生
垣

設
置
奨
励
事
業
と
い
う
制
度
が
あ

る
の
で
、
そ
ち
ら
を
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
。
な
お
、
建
築
に
対

し
て
補
助
す
る
考
え
は
な
い
。
ま

た
、
地
権
者
に
対
す
る
固
定
資
産

税
な
ど
の
税
制
優
遇
も
税
の
公
平

の
観
点
か
ら
行
っ
て
い
な
い
。

（
ほ
か
に
「
保
育
園
に
つ
い
て
」

を
質
問
）

１２月１８日、親子のきずな育成事業「クリスマスフラワーアレンジメ
ント教室」が開催され、２５組５０名の親子が参加しました〈山田花園
にて〉

厳しい財政状況下

で電線類地中化を

行う必要性は何か

日
本
共
産
党　

上
田　

博
之

　

問　

本
市
で
は
、
国
保
税
の
滞

納
世
帯
が　

％
を
超
え
て
い
る
。

２０

こ
れ
は
、
国
保
税
の
負
担
が
家
計

の
支
払
い
能
力
を
超
え
て
い
る
こ

と
が
一
番
の
原
因
と
考
え
る
。
滞

納
世
帯
の
う
ち
、
所
得
が
３
０
０

万
円
以
下
世
帯
の
比
率
は
。ま
た
、

国
保
税
は
、
協
会
健
保
や
共
済
組

合
な
ど
の
保
険
料
と
比
較
す
る
と

２
倍
近
い
負
担
で
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。
国
保

は
「
相
互
扶
助
」
の
制
度
で
は
な

く
、
憲
法
第　

条
に
定
め
ら
れ
て

２５

い
る
「
社
会
保
障
」
の
制
度
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
、
所
得
が
低
い

世
帯
の
負
担
軽
減
を
重
点
に
、
１

世
帯
当
た
り
、
１
万
円
の
国
保
税

引
き
下
げ
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　

答　

国
保
税
滞
納
世
帯
の
う

ち
、
所
得
が
３
０
０
万
円
以
下
の

世
帯
は
約　

％
で
あ
る
。
国
保
税

９１

は
、
事
業
主
負
担
が
な
い
こ
と
や

被
保
険
者
数
に
応
じ
て
均
等
割
が

か
か
る
こ
と
か
ら
、
協
会
健
保
な

ど
の
保
険
料
よ
り
高
い
。ま
た
、ほ

か
の
医
療
保
険
に
比
べ
一
人
当
た

り
の
医
療
費
が
高
い
こ
と
も
国
保

税
を
押
し
上
げ
て
い
る
要
因
で
あ

る
が
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
に
よ
り
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い

る
。
高
齢
化
の
進
行
な
ど
で
医
療

費
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
や
厳

し
い
財
政
状
況
か
ら
、
さ
ら
に
繰

入
金
を
増
や
し
て
、
国
保
税
を
引

き
下
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

（
ほ
か
に
「
公
共
施
設
や
学
校
の

ト
イ
レ
を
児
童
や
高
齢
者
に
配
慮

し
た
施
設
に
」
「
学
童
保
育
の
施

設
の
安
全
性
に
市
は
責
任
を
負
っ

て
い
る
の
か
」
を
質
問
）

高すぎて払えない

国民健康保険税の

引き下げを求める

市
民
会
議　
　

比
留
川
政
彦

２１

　

問　

近
年
、
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
は
大
き
く
変
化
し
、
平
成　

年
２３

度
か
ら
は
小
学
校
で
、　

年
度
か

２４

ら
は
中
学
校
で
全
面
実
施
さ
れ
る

新
学
習
指
導
要
領
に
も
、
情
報
教

育
の
充
実
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な

ど
の
教
材
・
教
具
の
活
用
が
多
く

う
た
わ
れ
て
い
る
。
本
市
も
関
連

機
器
を
整
備
し
て
き
た
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
設

置
と
活
用
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
今

後
の
課
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。
さ
ら
に
周
辺
機
器
の
充

実
も
必
要
で
あ
る
。
ニ
ー
ズ
の
高

い
実
物
投
影
機
は
、
各
校
に
配
置

さ
れ
て
い
る
も
の
の
絶
対
的
な
台

数
不
足
と
聞
く
。
学
校
単
位
で
の

追
加
導
入
を
検
討
し
な
い
か
。

　

答　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
機
器
の
整
備

状
況
は
、
毎
年
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の

充
実
を
図
っ
て
き
た
ほ
か
、今
年
、

　

校
の
普
通
教
室
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

１４タ
ー
と
ス
ク
リ
ー
ン
を
設
置
す
る

と
と
も
に
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備
し
た
。
学
校

か
ら
は
子
ど
も
の
集
中
力
が
高
ま

り
、
理
解
が
深
ま
っ
て
い
る
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
な
が
ら
の
思
考

力
、
応
用
力
の
は
ぐ
く
み
方
や
教

員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の
向
上

な
ど
が
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
実

物
投
影
機
な
ど
の
周
辺
機
器
整
備

も
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
学
校
現
場
の
状
況
を
踏
ま
え

て
、
計
画
的
に
取
り
組
み
た
い
。

（
ほ
か
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
に
つ
い
て
」
「
神
崎
遺
跡

に
つ
い
て
」
を
質
問
）

さらなるＩＣＴ教

育の充実のために

周辺機器の整備を

深
谷
中
央
地
区
の
保
留
地
処
分

に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み
を

　

付
託
と
は
、
議
会
の
議
決

が
必
要
と
な
る
事
件（
＊
注
）

に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
に

先
立
っ
て
詳
し
く
検
討
を
加

え
る
た
め
に
、
所
管
の
常
任

委
員
会
や
議
会
運
営
委
員

会
、
特
別
委
員
会
に
審
査
を

委
ね
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

本
市
議
会
で
は
、
市
長
や

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

な
ど
を
、
ほ
か
に
規
定
が
あ

る
場
合
を
除
い
て
、
本
会
議

で
提
出
者
の
説
明
を
聞
き
、

議
員
に
質
疑
が
あ
る
と
き
は

質
疑
を
し
た
後
、
所
管
の
委

員
会
に
付
託
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
議
で
は
、
す
べ
て
の

議
員
が
議
案
な
ど
の
大
筋
な

ど
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
委
員
会
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
が
付
託
さ

れ
た
議
案
な
ど
を
詳
細
に
審

査
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
付
託
さ
れ
る
事
件

は
、
議
案
、
請
願
な
ど
議
会

の
議
決
が
必
要
な
事
件
の
ほ

か
、
議
会
運
営
に
関
す
る
事

項
な
ど
で
、
必
要
と
認
め
ら

れ
る
も
の
す
べ
て
で
す
。

（
＊
注
）
事
件
・
・
・
地
方

議
会
で
統
一
的
に
用
い
ら
れ

て
い
る
用
語
で
、
議
案
や
請

願
な
ど
の
こ
と

「
所
管
委
員
会

に
付
託
」

議
会
用
語
の

議
会
用
語
の

ミ
ニ
知
識

ミ
ニ
知
識


